
令和４年度前期学校評価 保護者の集計

おおむね理解できているという結果であるが、全員がそうであるように努めて

いきたい。

学習の仕方の定着がまだまだ不十分である。学校や家庭での学習の仕方につい

て、学校と家庭が連携して進めていきたい。



学校では発表する機会も多いが、評価はやや厳しい。参観日や学校行事の中で、

進んで発表する姿が見られるような場面を設定していきたい。

家庭での会話のきっかけになる「学校の情報」をたくさん知らせていきたい。

少人数指導やオンライン授業、タブレットの活用などを積極的に実施している。



家庭学習の充実が課題である。学校と家庭が連携して段階的に進めていきたい。

毎年、大きな課題となっている。図書室の本が古く利用しにくい。移動図書館

の利用も少ない。学校での読書の推進活動をもっと実施する必要がある。

13人の児童が仲良く学校生活を送っている。高学年が低学年の世話をよくして

いる。



保護者の2割は、あいさつができていないという評価である。まずは家庭から、

そして学校でもあいさつの習慣化に向けて努めていきたい。

ほとんどの児童が約束やルールを守って学校生活を送っている。

大人への言葉遣いはきちんとできているが、友だちとの言葉遣いもきめ細かく

場に応じた支援をしていきたい。



話をよく聞こうとする姿勢が多く見られる。長い時間になると、注意力が低く

なる時もある。

毎週発行の学級だよりで 、日常の学級の様子を知らせている。がんばっている

ことや課題も具体的に伝えるようにしている。

毎週実施している「生活アンケート」や教育相談週間、スクールカウンセラー

との面談も計画的に実施して実態把握に努めている。



「いじめゼロ」をめざし、校内で情報を共有しながら対応している。

天気のよい日は外でよく遊んでいる。ミニサッカーゴールを使ってサッカーを

する姿が多く見られるようになった。

3分の1の家庭が課題と感じている。学校でも保健指導等で望ましい生活習慣

の大切さを児童自身に考えさせる機会をたくさん設定していきたい。



約3分の2の家庭で、メディアのコントロールが難しく、時間などのルールも決

まっていないことが大きな課題である。

今年度の歯科検診では、虫歯の発生率が低い結果だったので、今後も歯磨きを

徹底して行ってほしい。

毎月1回の施設の安全点検、定期的な遊具の点検も計画的に実施して、環境整

備や安全指導に努めている。



4分の1の保護者が手伝いをしていないという評価である。言ってもしないの

か、またはさせていないのかを調べて、学校でも声かけをしていきたい。

学校として平日に行われる地域行事に積極的に参加している。高齢者との交流

会（合奏披露や昔遊び）など、地域とつながるきっかけになっている。

コロナ禍で地域の行事が中止・縮小しているが、開催される行事には親子で積

極的に参加している。



その他ご意見やお気づきなどございましたらお書きください。（自由記述）

・学校や地域に見守られて育っている我が子の笑顔に、日々癒されています。

・兄弟がいる場合、どちらの評価をすべきかわかりません。兄弟によって違うので、平均

が出しにくい兄弟の場合、どうしたらいいのかわかりづらいです。

・少人数なので、仲が良いのは良いことだが、競争力がない。また、声が小さく、返 事

ができない子が多いと感じる。

・行事が多すぎて親子共に負担を感じる時がある。行事を精選し、もっと子ども達が考え

て行動する力がつくような学校生活を送ってほしいと思う。

SNSや学校や学級の通信を使って、学習の様子や学校行事などをリアルタイムにお

知らせして、地域や家庭の話題となり、学校を身近に感じていただいている。


